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川
瀬
一
馬
氏
は
古
今
伝
受
に
つ
い
て
、
烏
丸
家
に
伝
わ
る
古
今
伝
受
資
料
を
も

と
に
し
て
論
じ
ら
れ
た
。
同
資
料
は
現
在
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

烏
丸
光
広
の
古
今
伝
受
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
い
て
検
討
を
加
え

た
事
が
あ
る
が
、本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
自
体
に
着
目
し
て
検
討
を
加
え
た
い
。

一
　
細
川
幽
斎
か
ら
烏
丸
光
広
へ

烏
丸
家
の
古
今
伝
受
資
料
に
つ
い
て
川
瀬
氏
は「
細
川
幽
斎
の
自
筆
を
主
と
し
、

そ
れ
以
前
の
も
の
も
交
じ
っ
て
ゐ
る
。」「
古
今
伝
受
の
書
類
と
し
て
は
現
存
最
古

の
遺
品
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
こ
の
書
類
は
、
烏
丸
家
に
伝
は
っ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
慶
長
五
年
関
ケ
原
の
役
の
際
、
細
川
幽
斎
が
丹
後
の
田
辺
城
籠

城
中
、
烏
丸
光
広
に
伝
授
し
た
歴
史
的
な
遺
品
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。

だ
が
、
細
川
幽
斎
が
田
辺
城
籠
城
中
に
古
今
伝
受
を
伝
え
た
の
は
、
烏
丸
光
広

で
は
な
く
八
条
宮
智
仁
親
王
で
あ
っ
た
。
慶
長
五
年
三
月
十
九
日
に
細
川
幽
斎
は

（
1
）

（
2
）

（
3
）

智
仁
親
王
に
古
今
伝
受
の
講
釈
を
開
始
し
た
が
、
五
月
二
十
九
日
に
は
講
釈
を
中

断
し
て
丹
後
に
帰
国
し
た
。

慶
長
五
年
七
月
二
十
九
日
、
細
川
幽
斎
は
智
仁
親
王
に
古
今
伝
受
終
了
を
示
す

証
明
状
を
与
え
た
。
細
川
幽
斎
は
智
仁
親
王
に
古
今
伝
受
相
伝
証
明
状
を
授
与
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
今
伝
受
の
道
統
を
継
承
し
た
。
細
川
幽
斎
か
ら
烏
丸
光
広

へ
の
古
今
伝
受
は
、
慶
長
七
年
に
智
仁
親
王
が
古
今
伝
受
資
料
の
書
写
校
合
を
終

了
し
て
名
実
共
に
幽
斎
の
古
今
伝
受
を
継
承
し
た
後
の
慶
長
八
年
で
あ
る
。

二
　
烏
丸
光
広
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
資
料

烏
丸
家
の
古
今
伝
受
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
前
稿
で
検
討
し
、
細
川
幽
斎
か

ら
智
仁
親
王
へ
の
古
今
伝
受
が
終
了
し
て
、
智
仁
親
王
か
ら
返
却
さ
れ
た
古
今
伝

受
資
料
を
烏
丸
光
広
に
譲
っ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
細
川
幽
斎
は
古
今
伝
受
資
料

の
大
半
を
烏
丸
光
広
に
譲
っ
た
が
、
智
仁
親
王
に
伝
え
ら
れ
た
資
料
で
、
烏
丸
光

小

髙

道

子

烏
丸
家
の
古
今
伝
受
資
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―
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再
検
討

―
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六

広
に
は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
資
料
も
少
な
く
な
い
。

烏
丸
家
の
古
今
伝
受
資
料
の
多
く
は
細
川
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
に
相
伝
さ
れ
た

古
今
伝
受
資
料
と
一
致
す
る
が
、
逆
に
、
細
川
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
に
伝
え
ら
れ

た
資
料
の
う
ち
、
烏
丸
家
の
古
今
伝
受
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
資
料
も
多
い
。
智

仁
親
王
が
書
写
収
集
し
た
古
今
伝
受
資
料
は
智
忠
親
王
に
よ
り
整
理
さ
れ
て
宮
内

庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
古
今
伝
受
の
内
容
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

誓
状
や
証
明
状
の
写
し
、
不
審
問
状
な
ど
は
、
烏
丸
家
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

細
川
幽
斎
は
自
分
の
古
今
伝
受
の
継
承
者
を
智
仁
親
王
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。智

仁
親
王
は
、
細
川
幽
斎
か
ら
預
っ
た
古
今
伝
受
資
料
を
書
写
校
合
し
た
後
細

川
幽
斎
に
返
却
し
、
細
川
幽
斎
に
返
却
さ
れ
た
資
料
は
烏
丸
家
に
伝
え
ら
れ
た

が
、
そ
の
う
ち
古
今
伝
受
の
誓
状
・
証
明
状
な
ど
、
自
ら
が
古
今
伝
受
を
相
伝
す

る
た
め
に
必
要
な
資
料
は
烏
丸
家
の
古
今
伝
受
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
智
仁
親

王
が
書
写
し
た
道
統
を
継
承
す
る
こ
と
を
示
す
資
料
は
智
忠
親
王
に
よ
り
整
理
さ

れ
、
勅
封
を
し
て
宮
中
で
継
承
さ
れ
た
。『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』
に

は
、
現
存
す
る
封
紙
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

三
　
切
紙
に
つ
い
て

切
紙
に
つ
い
て
は
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』
に
そ
の
内
容
と
形
式
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
川
瀬
一
馬
氏
は
切
紙
に
つ
い
て
小
紙
片
で

あ
る
と
さ
れ
た
。

（
4
）

切
紙
と
は
、
元
来
一
枚
の
紙
を
小
片
に
切
紙
し
た
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
書
物
の
中
に
注
記
な
ど
書
込
む
際
に
張
紙
な
ど
を
行
っ
て
書
添
へ

を
す
る
そ
の
小
紙
片
も
ま
た
切
紙
を
用
ひ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
切
紙
に
記

る
し
た
部
分
を
本
体
の
書
冊
か
ら
取
り
は
づ
せ
ば
、
そ
の
紙
片
は
必
要
な
記

載
を
持
っ
た
切
紙
と
な
る
。
本
体
か
ら
そ
の
部
分
だ
け
離
し
た
扱
ひ
に
す
る

に
は
好
都
合
の
形
式
で
あ
る
。
古
今
伝
授
の
切
紙
も
、
古
今
集
の
本
文
と
注

釈
と
の
伝
授
が
主
体
で
あ
る
以
上
、
も
と
は
小
紙
片
に
記
る
さ
れ
た
別
紙
で

あ
っ
た
に
相
違
な
か
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
は
切
紙
の
内
容
は
小
紙
片
に
記
入
で
き
る
よ
う
な
簡
略
な
も
の

で
は
な
く
、
切
紙
に
記
さ
れ
た
文
字
の
大
き
さ
は
小
紙
片
に
は
書
き
入
れ
な
い
。

切
紙
の
寸
法
と
し
て
継
承
さ
れ
た
紙
片
が
、
切
紙
を
記
す
紙
で
あ
る
と
い
う
の
は

無
理
が
あ
ろ
う
。

切
紙
に
つ
い
て
『
和
歌
大
辞
典
』
で
伊
地
知
鐡
男
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

【
歌
学
用
語
】全
紙
を
横
半
分
な
い
し
そ
れ
以
下
に
小
さ
く
切
っ
た
紙
。
縱
長

と
横
長
の
別
が
あ
る
。
は
じ
め
は
簡
単
な
手
紙
、
ま
た
は
用
件
、
目
録
な
ど

を
注
し
、「
札
」と
も
い
い
、
一
種
の
荷
札
用
に
用
い
ら
れ
た
。
和
歌
に
切
紙

が
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
和
歌
撰
集
の
折
、
一
首
一
首
の
和
歌
を
部
類

編
集
す
る
た
め
に
書
き
こ
ん
だ
用
紙
・
切
紙
（
現
今
の
カ
ー
ド
）
で
あ
っ
た

が
、
後
世
、
こ
の
切
紙
が
「
短
册
」
に
も
変
化
成
長
し
た
。

元
来
は
神
道
や
仏
教
以
下
の
諸
道
で
、
面
受
口
伝
の
み
に
よ
る
誤
伝
を
匡
す

方
法
と
し
て
奧
義
秘
伝
す
べ
き
事
項
や
内
容
を
切
紙
に
注
し
て
直
接
相
伝
し

（
5
）
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七

た
も
の
で
あ
っ
た
。
歌
道
に
お
け
る
二
条
家
当
流
の
古
今
伝
受
の
際
の
「
切

紙
伝
受
」
に
は
、
古
今
集
講
義
の
後
「
切
紙
十
八
通
」（
内
容
は
三
鳥
三
木
・

天
地
人
・
三
才
の
歌
な
ど
）
と
「
切
紙
六
通
」（
内
容
は
題
号
・
長
短
不
同
・

稽
古
方
・
神
道
の
事
な
ど
）
の
二
つ
が
あ
っ
た
。
切
紙
の
大
き
さ
は
約
三
四

×
四
九
㎝
前
後
の
檀
紙
が
用
い
ら
れ
た
。

『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』あ
る
い
は
伊
地
知
氏
が
執
筆
さ
れ
た
切
紙
に

つ
い
て
の
記
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
切
紙
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
小
紙
片
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
石
神
秀
美
氏
は
新
井
栄
蔵
氏
の
説
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

新
井
栄
蔵
氏
の
所
説
に「
中
世
で
の
あ
り
ふ
れ
た
学
問
伝
達
方
式
の
一
つ
で
、

本
に
添
付
す
れ
ば
付
箋
と
な
り
、
張
り
合
わ
せ
て
続
き
紙
に
し
て
巻
け
ば
一

巻
と
な
り
、
こ
れ
を
折
れ
ば
折
り
本
（
と
折
り
紙
に
も

―
稿
者
）
と
な
り
、

別
途
に
続
け
て
書
写
す
れ
ば
一
冊
（
帖
）
の
本
に
な
る
」
よ
う
な
も
の
を
い

う
の
で
あ
っ
た
。

常
縁
か
ら
古
今
伝
受
を
伝
受
し
た
宗
祇
は
、
近
衞
尚
通
・
三
条
西
実
隆
・
肖
柏
に

古
今
伝
受
を
相
伝
し
た
。
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙
は
、
三
流
に
共
通

す
る
切
紙
が
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
切
紙
も
見
ら
れ
る
が
、
三
流
と
も

に
、
切
紙
全
体
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
。
そ
し
て
切
紙
は
、
三
流
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ

同
一
の
大
き
さ
の
紙
に
同
一
の
書
式
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
宗
祇
が
相
伝
す
る
際
に
は
、
三
流
の
切
紙
の
書
式
と
内
容
が
整
え
ら

（
6
）

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
切
紙
が
独
立
し
た
形
で
成
立
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

古
今
伝
受
に
お
け
る
切
紙
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
切
紙
の
内
容
と
寸
法
に
基
づ

い
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）　
「
古
今
伝
授
に
つ
い
て
―
細
川
幽
斎
所
伝
の
切
紙
書
類
を
中
心
と
し
て
―
」（『
青

山
学
院
女
子
短
大
紀
要
』
16
、
昭
36
・
11
）

（
2
）　

も
と
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
調
査
官
の
小
池
一
行
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
本
資
料

は
中
山
侯
爵
家
よ
り
宮
内
庁
書
陵
部
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
川
瀬
一
馬
氏
が
紹

介
さ
れ
た
の
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
移
る
前
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
図

書
寮
典
籍
解
題
続
文
学
篇
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
3
）　

小
髙
道
子
「
細
川
幽
斎
の
古
今
伝
受
」（『
国
語
と
国
文
学
』
昭
55
・
8
）・「
烏
丸

光
広
の
古
今
伝
受
」（『
近
世
文
学
俯
瞰
』
昭
62　

汲
古
書
院
）、「
宗
祇
の
古
今
伝
受

に
お
け
る
切
紙
に
つ
い
て
」（『
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
平
30
・
3
）

（
4
）　

三
条
西
実
枝
は
細
川
幽
斎
に
古
今
伝
受
を
預
け
る
時
、
他
に
相
伝
す
る
事
を
許
さ

な
い
門
弟
に
対
す
る
相
伝
形
式
を
新
た
に
考
案
し
て
、
古
今
伝
受
を
し
た
。（
小
髙

「
三
条
西
実
枝
の
古
今
伝
受
」　
『
和
歌
の
伝
統
と
享
受
』
平
8　

風
間
書
房
）

（
5
）　

こ
の
事
に
つ
い
て
は
注
（
3
）
で
記
し
た
。

（
6
）　

石
神
秀
美
『
古
今
和
歌
集
』
注
釈
（『
仏
教
文
学
講
座
』
八　

平
7
・
3
勉
誠
社
）


